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ドナーミルクの利用拡大を求める意見書（要約）

核兵器禁止条約第1回再検討会議へのオブザーバー参加
を求める意見書（要約）

豊かな学びの実現・教職員定数改善と義務教育費国庫
負担制度の拡充を求める意見書（要約）

地方財政の充実・強化に関する意見書（要約）

　現在、我が国では、（一社）日本母乳バンク協会と（一財）日本財団母乳バ
ンクが国内３箇所の母乳バンク拠点の運営を担い、ドナーミルクを医療機関に
提供しているが、法的な仕組みとしては位置付けられていません。よって、政
府におかれましては、低出生体重児等の命を守り、その健やかな成長を支える
観点から、所要の措置を講じられるよう強く要望します。

　現在、国際社会では、ロシア連邦によるウクライナ侵略や中東情勢の悪化を
背景に、極めて深刻かつ緊迫した状況が続いており、核保有国による核威嚇や
核兵器使用の懸念が一段と高まっています。
　よって、政府及び国会におかれましては、核兵器廃絶に向けた国際的議論に
積極的に関与することを強く求めます。

　豊かな学びや学校の働き方改革を実現するためには、基礎定数の抜本的改善
をはじめ、加配教員の増員や少数職種の配置増など教職員定数改善が不可欠で
す。よって、政府及び国会におかれましては、地方教育行政の実情を十分に認
識され、地方自治体が計画的に教育行政を進めることができるように、次の措
置を講じられるよう強く要請します。

　今、地方公共団体には、急激な少子・高齢化に伴う社会保障制度の整備、子
育て施策、人口減少下における地域活性化対策はもとより、感染症対策、ＤＸ
化、脱炭素化、物価高騰対策に加え、多発化する大規模災害への対応も求めら
れる中、極めて多岐にわたり新たな役割が求められています。
　よって、政府及び国会におかれましては、令和９年度政府予算、また地方財
政の検討にあたり、地方財政の充実・強化を実現されるよう強く要望します。

意見書 ※�意見書とは、市の公益に関することについて、議会としての意思を意見と
してまとめた文書で、国会や関係行政庁に提出します。
　６月定例会では下記の意見書を可決し、関係機関に提出しました。


